
































学第二回国際セミナー「グローバリゼーションと伝統スポーツ」の初日に行われた特別講演「身体―ある乱丁の歴史」において、その冒頭で今福龍太は「放擲」することの意味を説いた。スペイン語と日本語を話せるということは、一般的には二つの言語が操れると言われる。しかし、二つの言語、つまり、完結体として 単一 語的なシステムを横並びに存在していると考えるのではなく、一人の人間の中に生きてい言葉はひとつである 考えてみるという。
 
ある人とは日本語で会話し、ある人とはスペイン語を駆使
して会話する。だからといって別々の自分が存在す わけではない。自分の周 に、別々の言語を話す人が複数 いて、その場では複数 言語で会話ができ いた しても、そこにいる自分自身は一人なのであり、相手からのアプローチに応じて会話することには何ら区別はな 。呼びかけに触発されて考える自分自身 一人なのであり、応答 た言葉を客観にとらえたら別の言語 してみ れるだけである。だから自分自身の言葉としてはひとつしかないというわけだ。
 
それでも、スペイン語ならスペイン語を学び、修得するか
らこそ操れるようなる、自分のものになる。言ってみればスペイン語での会話能力を「所有」するように思われるが、 「所有」するのではなく「放擲」するという はどういうことだろうか。今福は、 「放擲」するとは、 「自分で完全に独占することができないような形で解 しつつ、自分が知覚できるところにとどめ置く」ことだと説いていた。さらに、こ したことは言語の問題だけでは く、身体においてもそうだという。複数の身体意識や身体感覚が混在しながら すべて合わせて一つの身体 して認識されてい 何かがある、と。
 
それでは、 「言語」を「武術」に置き換えて考えてみたい。
弓や剣、柔など様々な武術があり、またそれぞれに流派が分かれ、レベルに応じた技が伝承されている。それら一つ一つを、修得し、自分のものにし、使えるようにしていく。 「放擲」は、能力を使いこなし、 「所 している主体 しての自己があり、使いこなされ、 「所有」され 複数の言語や技という、所有
- 被所有の関係ではないということだろうか。別
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の世において敵陣へ忍び入 ための心構えや苦難 耐え忍ぶ心情を歌にして残した。たとえば、 「しのびつゝ見たつことを絵図にして
 
軍者に向談合せよ」のように、忍ぶ様を














とを考えてみても、そのためには各地の風土、習俗、言葉をあらかじめ熟知しておかなければならない。その地に赴くための旅にむけて、食料を得る方法、水源や鉱物を探る方法天候や天文学的知識、危機管理能力 動物 敵に襲われたときの対処法、戦闘術としての武芸十八般など、多様な習いの道がある。フィールドでのアクションを通じて相手や自然の状況に対応する叡智が、伝承され い 。そのような かで義盛は、忍者の習うべき道は多いけれどもまずは敵に近づくことが、大切だという。それは、どういうこと 指し いるのだろうか。
 
藤林保武は『萬川集海』のなかで、義盛の忍歌を取り上げ

















写真1  三重県伊賀上野城（左） 忍者に扮装した観光客が堀を眺めている（右） 
図1  『拳法図』（藤田西湖編、日本武術研究
所発行、1985年）の一本目
































たように。左手で相手の突きを受け流すのも、はじめは相手にゆっくり突いてもらったうえで掌の触れる場所、手首の返しや肘の動きなどを一つ一つ確認して真似ていく。さらに少しずつ突きを速くしてもらうわけだが、失敗して突かれると当然痛いので、怖くて受けが上手にできない。突かれたくないので、力を入れて速さに負けないように払 の しまう。時には、相手の腕をたたい しまうことさえ起こり、自分手も痛かったりする。回数を重ね 練習を積むなかでは、腕やお腹を打ち鍛えることもあるだろう。慣れてくれば 怖さも払拭し、たたい 払っ りすることはなくなり、右腕に触れながら突きの軌道を少しずらす受けができるよう なる。そうしたら 今度は に の腕の速さだけで く運んでくる足の動きも速く鋭く てい てもらう。拳だけでなく、相手の体全体がぶつかってく ように感じるので、ここでもまた怖さが増して て、落ち着い 足 引 て態勢を整えて受けることができない。大きく飛び退 てしまったり、間に合わ て突きがもろに入っ しまったりする。それでも、突かれることによってかえってタイミングや軌道が判ってくる。そし 、慣れて ば渾身の力で突き込んでく のでさえ、軽く触 て受け流せるよう なる。
 
同じようにして④、⑤、⑥へと動きがコントロールできる

































何をしてくるのか判らない、自分の想定もかなわない、投影した光に照ら 出されない「他者」が相手と 立ち現われてくる。だから、あら じめ想定して構 るのでは く、臨機応変に対応できると信じて立ち合う かな 。
 
一所懸命に稽古を積んで心身を鍛錬し、できる限り多くの
技を習い、差異のある反復を行っ い ながら自然体になれたとき、本当の意味で臨機応変にからだが応答 くれ 。意識して非自をとらえて対応す ので なく無意識が働き始める
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ぶ。故に氣を錬る事久し。今、其氣豁達至剛にして、天地に充るがごとし。 敵を脚下に蹈み、 先ヅ勝て然して後進む。声に随ひ、響 應じて、鼠を左右につけ、変に應ぜずといふことなし 所作を用るに心なくして 所作をのづから沸出づ。桁梁を走る鼠は、にらみおとして、是をとる。然るに彼強鼠、来るに形なく、往に迹なし。是いかなるも ぞや。
 
古猫の云。汝の修錬する所は、是レ氣の勢に乗じて働く
もの也。 我に恃むこと有て然り。 善の善なるものにあらず。我やぶつて往むとすれば、敵も亦やぶつて来る。又やぶるに、 れざるものある時はいかん。我覆つ 挫がんとすれば、敵 また覆つて来る。覆ふ 覆はれざ ものある時はいかむ。豈我レのみ剛にして みな弱ならんや。豁達至剛にして、天地にみ るがごとく覚ゆ ものは、皆氣の象なり。
 
  
二匹目 虎毛の大猫は 気を練り、気の力によっ 威圧し


















わりやすく、 対応されてしまう。 だから心を練り、 相和して、布で石つぶてを受けるように柔らかく包み込んで捕まえようとした。にもかかわず、上手く捕まえられなかったのはなぜかと問う。すると 古猫は、灰毛の猫の和は、自然の和ではなく、意識して作り出した和であり、少しでも念があると
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捕まえようとする機会を知られてしまう。意識して行うと、自然の感をふさぐことになり、自然の感がふさがれると妙用が生じることはないという。只、思うこともなく、意識してする・
こともなく、感に隨って動くことが大事であるという。









程において必要なことだという。ただ、いずれの場合においても、少しでも念慮を起こして、つまり意識して行おうとすれば、それは作意であって、技の理にかなって はいない。ネズミをとらえようとする心 つまり敵対する があ のはいけないという。意識してどんな術を用いても駄目である。狙う心を無くして、無心にして、自然に応じて動くことに身を任せることが大事だと 。わずかでも意識して立ち合え
ば、みな意識的行為となってしまい自然体ではなくなってしまうのである。
 























を遂げなければならない。そのためには、考えうるだけの知識を身につけ、武術の能力を高めておく必要がある。予期せぬ困難な問題にぶつかったとき、動じることなく行動に移せるように、日頃から心身を鍛錬して、準備を怠らないでいなければならない。想定できることすべてに対応する技を修錬しておく。そして、敵 近づいた 任務遂行 意思、あらかじめ想定する構え 解いて、我も敵も 無敵 状態 ならなければならない。無敵とは、百戦錬磨で向かうところ敵なしという強さの事ではない。
 
自分という構えがなくなれば、 「非自」 も意識されず、 「他
者」も現れていない。あるがままの自然体で、 れから起こるであろう出来事に身をゆだねる。そこで 何かが起こる「分割＝分有」される〈出来事〉 立ち現われてく 。分割＝分有とは、 ジャン＝リュック・ナンシーの用語概念であり、「支配や所有の主体である『私』が立ち上がる以前に ただ〈触れる〉というひとつの出来事が、他を感じ ものとして自分を目覚めさせている。 まさにこのよう 〈接触〉 が 〈分割＝分有〉という出来事」 考えられる。その〈出来事〉に身をゆだねるよう構えない〈構え〉が、武術におけ 「放擲」として無敵の姿なのであ 。
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This study was aimed at abandonment (放擲：HOUTEKI) in martial arts 
beyond the usual categories. We read martial art books of secrets and were tried 
on the subject. 『猫の妙術』（”THE MYSTERIOUS TECHNIQUE OF THE CAT”） 
reveals core believes. It is given below. 
When the smallest thing enters one’s mind, form will appear. And when there 
is form, there will be an opponent and there will be oneself. Facing each other, 
there will be conflict; and in a situation like this, the mysterious functions of 
change and metamorphosis will not occur with freedom. First, one’s mind will fall 
into thoughts of death and they will lose all clarity of sprit. ‘Nothingness’ is not 
what they would call empty-headedness. What the author calling ‘Not One Thing’ 
means neither opponent nor oneself, and that there is nothing more than 
following phenomena as they come, responding to them, and leaving no traces. 
Results indicate that abandonment in martial arts is the principle in which 
there is, and there is not, a stance. 
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